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1.笑い反応のポリグラフィー託録からの客観的評価である laughing score と検者による笑いの主観
的評価との聞には，正常者，精神分裂病者のいずれの群においても高い相関があり本研究における方法
の妥当性が実証された。
2. 精神分裂病者では正常者に比して laughing score が著明に低く，精神分裂病者での情動障害の存
在が精神生理学的に裏付けされた。また正常者では加齢に伴い laughing score が有意に減少したが，
精神分裂病者では年齢との相関は認められなかった。
3. 精神分裂病者の病型別で比較すると解体型では妄想型に比して laughing s core が低い傾向を認め，
解体型での情動障害がより重篤である可能性が示唆された。




















総合的にとらえ，笑いの指標として用いる乙とができる laughing score を考案した。乙の方法を用い
て笑い誘発刺激およびインタビューに対する精神分裂病者の反応を定量的にとらえ精神分裂病者では lau­
ghing score が著しく低いこと，及び他者の存在のもとでは精神分裂病者の laughing score が，正
常者のように増加を示さないことを明らかにした。
これらの結果は精神分裂病者の'情動障害および、コミュニケーション障害を精神生理学的な手法で客観的
に明確にしたものである。また乙の精神生理学的研究法が精神分裂病者の情動障害，コミュニケーション
障害の解明および診断に有力な手段であり，今後うつ病等の他の精神疾患の情動障害の解明にも応用が可
能であり，本論文は学位に値するものと考えられる。
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